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「尾道」の仕掛け 

「尾道」の観光をとりまく環境 

石黒 侑介 
北海道大学観光学高等研究センター特任准教授 

1．尾道市の観光の現状 
 

 尾道市は，1980 年代のいわゆる「尾道三部作」のヒットを契機に「映画のまち」とし
ての認知度を高め，平成９年には 20 入込観光客が 100 万人を突破した。また，志賀直哉，
林芙美子らの文豪ゆかりの地としても知られ，「文学のまち」としても広く認知されてい
る。 
 近年の動向では，2010 年に放送された NHK 連続テレビ小説「てっぱん」の舞台として
注目され，同市を訪れる観光客数も順調に推移している。 
 

2．尾道市のデスティネーションとしての位置付け 
 
 デスティネーションとしての尾道の位置づけをとらえるために，訪問率と来訪意向をも
とに国内の主要なデスティネーションをプロットすると，尾道市は，「訪問率が比較的低
い一方で，来訪意向は一定程度ある」という位置づけになる（図 1 参照）。資源の類似性
や立地を加味して競合を抽出すると，出雲や道後，高千穂，萩，遠野，角館などが競合と
なる。 
 また，大阪以西を中心に，観光庁の宿泊旅行統計調査から宿泊観光地としての位置づけ
をみると，岡山市や広島市等の県庁所在地でありかつ政令指定都市となっている都市には
さまれ，さらに周辺に町の規模や周辺環境，観光資源が比較的類似した，倉敷や福山，呉，
今治といった競合が多数存在していることがわかる（図 2参照）。 
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4．既存旅行商品における尾道市の位置づけ 
 

 我が国の旅行会社が企画する旅行商品における尾道市の位置づけを把握し，国内旅行市
場における尾道市の競合や今後の誘客拡大における課題を把握することを目的に，旅行商
品の分析を行った（表 1参照）。 
 
表 1 旅行商品調査仕様 
調査対象 東京，大阪，名古屋に支店を持つ大手旅行会社 7 社（国内旅行商品取扱額

上位 6社と鉄道系旅行会社 1社） 
調査方法 店頭でのヒアリングおよび商品パフレットの分析 
対象商品 広島県を含む商品のパフレットに掲載されている全商品（スケルトン・パ

ッケージ，パッケージ・ツアーを含む）。ただし現地発のオプショナル・ツ
アー商品は除く。春夏商品（通常 4 月-9 月催行），秋冬商品（通常 10 月-3
月）の双方を対象とする。 

備考 価格については 2 人 1 室で比較。立寄場所，宿泊場所は基本的に工程表と
おりの表記。 

 
（1）東京圏 
 東京圏では該当する商品が 81 あり，そのうち最多の 50 商品に広島が含まれていた。岡
山や松江など上位には県庁所在地が入っているほか玉造温泉や湯田温泉などの温泉地の人
気が高いことが分かる。瀬戸内海周辺では，8 位の倉敷を筆頭に，尾道や道後温泉が 20%
前後のシェアを有している。 
 A 社の東京支店の担当者によれば，近年は改装を控えた道後温泉のほか，お遍路など四
国の人気が全体的に高まっている。また，瀬戸内海への需要は直島や小豆島が牽引してお
り，しまなみ海道はやや人気が下降傾向にある印象とのことである。東京から広島は距離
も遠いことから，比較的広いエリアを巡る商品が多い。最近は，瀬戸内海を入口にメイン
を山口や出雲大社とするツアーの人気が高まっている。 
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（3）名古屋圏 
 名古屋圏では，該当する商品が 103 あり，そのうち 11 の商品に尾道市が含まれていた。
ただし，11 商品のうち 9 つは宿泊と移動（航空機または鉄道）がセットになったフリー
プラン型のスケルトン・パッケージであり，現地での観光ガイド等が含まれるフル・パッ
ケージ商品 2つはいずれも瀬戸内海をテーマとした商品であった。 
 尾道を含む商品の大多数が 1 泊 2 日の行程となっており，価格は最低価格の中間値が
25,600 円，最高価格の中間値が 63,200 円，平均価格の中間値が 48,750 円であった。 
名古屋から尾道まで JR を利用した場合，片道 11,880 円，往復で 23,760 円が必要となる
ことから，尾道の競合となる山陰・山陽・四国の他のデスティネーションに対して価格面
での優位性を維持するためには，は，宿泊費を含め 25,000 円以内に納める必要があるこ
とが伺える。 
 名古屋市内の A 社支店の担当者によれば，ここ数年は九州の人気が高まっており，尾道
を含む山陽エリアは相対的に人気が低迷している。また尾道については，知名度こそある
もののツアー商品の造成は尾道を舞台にしたドラマ・映画がヒットした時がピークであり，
スケルトン・パッケージを除けば現在は商品の取扱がない。「まちあるき」の人気が高い
のは，萩・津和野であり，尾道はこの 2 地域には勝てないとの話もあった。広島県内では
厳島神社の人気が依然として高い。ここ数年の新しい傾向としては，式年遷宮による出雲
大社の人気の高まりが挙げられる。A 社では，尾道の商品イメージは「瀬戸内のデスティ
ネーション」であり，「まちあるき」や「古い町並み」といったイメージは強くないとの
ことである。 
 B 社によれば，尾道はドラマや映画のロケ地として認知されており，特に年配の客層に
は人気があるが，旅先としてはそれほど目立たないというのが業界の評価であるとのこと
であった。近年は同じ瀬戸内海でも四国側に渡り，道後温泉を訪れる商品の人気が高い。
また系列の D 社では，しまなみ海道関連商品の取り扱いはあるが尾道市内の下車はない。
広島市内を観光後，しまなみ海道を通って今治から道後温泉へ至るツアーが主力となって
いる。尾道の弱点はホテルの数が少ないことであるとの指摘もあった。 
 C 社では，山陽エリアの添乗員付パッケージ商品は 2014 年春夏期で終了しており，秋
冬期は催行が予定ない。 
 鉄道事業者系の F 社では，A 社が造成したツアーの取扱があるものの，F 社独自の商品
造成は行っていない。尾道については，千光寺やしまなみ海道の人気が高い一方，ガイド
や添乗員を付けてまで訪れる地域として認識されてはおらず，スケルトン・パッケージの
利用が便利で効率的であるというのが業界内での認識である。レンタカーと鉄道のセット
商品の人気が高い。 
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